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他科の先生に
知って欲しい 放射線科編⑥

体幹部定位放射線治療（SBRT）：切らずになおす低侵襲がん治療

 川崎医科大学総合医療センター　放射線科副部長　准教授　林　　　貴　史

　がん治療の三本柱「手術・抗がん剤・放射線治療」の中で、手術は局所治
療の第一選択とされてきました。一方で早期肺癌患者の約20 ～ 30％で高齢
や合併症のため手術が難しい、あるいは手術を希望しないケースがあります。
近年、こうした患者に対する新たな選択肢として「体幹部定位放射線治療：
SBRT」が注目されています。

　定位放射線治療とは　定位放射線治療は「ピンポイント治療」とも呼ばれ、
腫瘍に多方向から高線量の放射線を集中照射する精密な治療です。周囲の正常組織への影響を最
小限に抑えながら、がん細胞に効果的な線量を届けることで、患者負担を軽減しつつ高い治療効
果が期待できます。

　定位放射線治療の特長
　•低侵襲：麻酔不要で治療に伴う痛みがない
　•短期間治療：約１～２週間で完了、１回あたり約20分
　•通院可能：日常生活を維持しながら外来で治療
　•高い治療効果：局所制御率90%以上を達成
　•副作用軽減：重度の副作用（Grade3以上）はまれ

　精密治療を支える技術進歩　画像の誘導によって放射線を照射する治療技術「画像誘導放射線
治療：IGRT」は、治療中に画像を取得して、がんの位置をリアルタイムで確認し、照射位置を正
確に調整することができます。この技術によって、呼吸などで動きやすい肺や肝臓のがんも、よ
り安全かつ正確に治療できるようになりました。この技術進歩は治療精度を高め、副作用リスク
を低減させています。

　適応範囲の拡大　脳転移から始まった定位放射線治療は、技術の進歩によって体幹部まで適応
範囲が広がっています。手術が困難なⅠ期肺がんや、ラジオ波焼灼術（RFA）が適応外となる肝
細胞がんに対するSBRTの有効性が認められています。近年では腎臓、副腎、脊椎など他の体幹
部病変や少数の遠隔転移（オリゴ転移）にも保険適応が拡大され、がん治療の選択肢が広がって
います。

　国内外のSBRT普及状況　欧米諸国ではSBRTの普及が進み、米国では2014年時点で早期肺がん
患者の25％を占めていました。現在はおそらく30％超に達していると推定されます。オランダで
は70歳代の早期肺がん患者において手術を上回る割合で適用されているとの報告もあります。一
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　２）都道府県医師会におけるSNSの活用状況調査の結果について
 坂本　栄 日本医師会広報委員／京都府医師会理事
　　 　都道府県医師会広報担当理事向けメーリングリストを用いたWEB調査（回答数54、回収

率100％）。SNS広報活動活用している（19件35.2％）、LINE（63.2％）、Instagram（28.3％）、
YouTube（57.9％）。

　　 　利用している医師会は、SNSの速報性や双方向のメリットも継続的なコンテンツの作成、
登録者、セキュリティー対策、結果や効果に不安。

　　 　利用していない医師会では、運用のノウハウがない、導入・運用費用の見通しが立てられ
ない、モデルケースが少ない、炎上や情報漏洩の恐れがぬぐえない。これらの対策として、
日本医師会は今後SNSの相談窓口を設置する予定である。

　３）都道府県医師会のSNSを活用した取り組みの報告
　　　①京都府医師会「研修医・若手医師との『つながり』」
 田村耕一 日本医師会広報委員／京都府医師会理事
　　 　京都府全域から３～ 15年目の医師が集まる若手医師ワーキンググループがあるが、医師会

の入会率が上がらなく、入会しても研修終了後、府外への転出時に「入会」が途切れるといっ
た課題があり、その対策として、全国各地、どこにいても「つながり」を継続できる新たな
取り組みとして、2023年４月から「KMA.com」を始めた。LINE／メールで登録者に定期的
に情報発信を行い、「イベント情報」や「必読」「研修医知っトク情報」「生活支援」など発
信している。現在登録者は、613名で、これが組織力強化につながればと思っている。

　　　② 沖縄県医師会「沖縄県の小児救急適正受診の一助～ LINE×AIチャットポットを活用し
た＃8000LINEアカウントの開設～」 當間隆也 沖縄県医師会理事

　　 　救急現場の慢性的な逼迫を受けて沖縄県と＃8000（小児救急電話相談事業）の契約を平
成22年に締結し、子供救急ハンドブックなどの整備をしたが、小児科医の偏在等の影響で
不十分であった。そこで、沖縄県子ども医療電話相談事業で予算化し、利用者完全無料の
＃8000LINEアカウントを４カ月の製作期間で、開発者・保守費用を低減して製作した。例
えば、「気になる症状」メニューは、子供救急ハンドブックにLINE×チャットポットAI対応
を実装。症状に応じて救急度の判定をする機能を搭載している。

　　 　全国各地で利用可能である。

　４）質疑応答
　　 　SNSでは、20代など若い世代はXやInstagramの利用者が多く、30代から50代はLINEの利

用が多い。また、ホームページの充実、そしてスマートフォン対応は重要。
　　 　ちなみに対応した山形県医師会はホームページを作成して２年であり、会員以外からアク

セスは20万件（２年間の総数）であった。

４．総　　括 角田副会長

 （宮本　亨常任理事）
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会員の声

「大丈夫、心配するな、何とかなる」一休法師
 美作市医師会会長　塩　路　康　信

　「令和」という元号が開始され７年目となる。令和元年は、平成31年からバトンタッチされ、
５月１日からスタートとなったので、2019年１月１日から４月30日までは平成31年、５月１日か
ら12月31日までが、「令和元年」となる。日本は元号と西暦のいわば二刀流なのであるが、今年
は令和〇年、西暦何年だっけ？というように、時に混乱する。特にコロナ禍におけるワクチン接
種の問診票確認の際は、「昭和〇年生まれ、西暦では？」と少々手間を取った。令和は、数字の
語呂合わせをすると、「れいわ→018」となる。これを用いて令和７年→018＋７年＝025年（2025
年）と少々便利な元号である。平成31年と令和元年はかぶっているので、令和７年に30を足して
平成37年ということになる。昭和はどうか？社会科の先生から、「西暦から25を引くと昭和になる」
と教わった。今年は2025年なので、2025年から25を引くと・・00。今年は昭和100年である。か
つて明治100年の時は、記念行事が開催されたと聞いたが、この度の昭和100年はどうだろうか。
　3,153,600,000（31億５千３百60万）という数字を見て何がひらめくであろうか。100で割ると
31,536,000、さらに365で割ると86,400、さらに24で割ると3,600、さらに60で割ると60となる。途
中で気づいた方もいるだろうが、この3,153,600,000は、100年間の秒数である（うる年は除く）。
心拍数が１分間に60回、人生100年とすれば心臓は31億5,360万回拍動する。ちょっと意地悪な言
い方をすれば、人間は3,153,600,000秒、心拍が3,153,600,000回打ったところで寿命という言い方が
できる。医療というのは皆さんの命と健康を守る仕事と言われている。命を大切にする、健康を
大切にするということは、刻一刻と刻まれる相手方心拍を、時間を大切にすることに他ならない。
命を大切にする、命を救うということはどれだけいい時間を満足度の高い時間を相手方に提供で
きるかということにつながる。
　さて、大切な命にも匹敵するこの「時間」であるが、生きている中で、無駄な時間というもの
はあるだろうか。人によっては、寝ている時間や、ぼーっとしている時間は無駄だ。と思う人も
いれば、いやいやそんなことはない。寝る時間もぼーっとする時間も大切だという人もいるであ
ろう。無駄か無駄でないかはその人、個人個人で異なる。私は、人生で最も無駄な時間は、「起こっ
てもいないことをあれこれ心配している時間」と思っている。心配性の私はある行動に出ようと
すると、あーでもない、こーでもない、こうなったらどうしよう。と心配ばかりが先に立って、
この悩んでいる時間がなければいいのに、と嫌になることが多い。
　ある統計を見た。出典は不明であるが、「心配事の96％は実際には起こらない」そうである。
その実際には起こらないことをあれこれ悩んでいる時間こそが最も無駄であるという考えであ
る。いや待てよと、世の中には多くの災難が起こっているではないか。それは一体どういうことだ。
有名な作家シェイクスピアは言った。「不幸はある日突然襲ってくる。それは単騎で来るのでは
なく、群をなして襲ってくる。あまりにも急で大きいので我々はそれを準備することができない」
と。確かに災難危難困難というのは、「不幸」という形である日突然、予想しない形で予期しな
い状況で襲ってくる。それは避けられない、ある意味仕方がない。こーなったらとか、あーなっ
たらとか予想できるものは、シェイクスピアに言わせれば、「ある日突然起こる」災難とはちょっ
と違う。予想だにしないことは起こるかもしれないが、「心配事の96％は実際には起こらない」。
一休法師が、困難に直面した弟子たちに遺言の形で残した言葉、「大丈夫、心配するな、何とかなる」
というように、余計な心配事はやめて、日々楽しめたらいいかなと思う。人間の心臓は31億回し
か拍動できないのではなく、31億回も拍動できるのですから。
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方、日本では正確な統計はないものの、諸報告を総合すると、早期肺がんへのSBRTの適用は５％
程度と推定されています。この普及の遅れには、SBRTの認知不足などが指摘されています。

　川崎医科大学総合医療センターでは、2025年４月より最新鋭のIGRT装置を搭載した放射線治
療装置を導入しました。この導入により、IGRTが強化され、SBRTを行う環境がさらに整備され
ました。さらに、２台体制での運用により、患者の多様なニーズに対し、治療の迅速性と精密さ
を向上させています。高齢者や手術が難しい患者にとって、SBRTは「切らずに治す」選択肢と
して大きな希望となります。
　SBRTに関するお問い合わせも随時受け付けておりますので、お気軽にご相談ください。

当院の放射線治療装置２台体制

矢印：最新IGRT装置
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